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Ａ ほぼ達成できた。（８割以上） 4

Ｂ 概ね達成できた。（６割以上） 3

Ｃ 不十分である。(４割以上) 2 あまりできていない。

Ｄ 達成できなかった。（４割以下） 1

番号 達成度 意見・要望等

・学校評価アンケート結果から、次の点の改善が必
要である。①キャリアパスポートの活用について教職
員の肯定率67％が気になる。活用するためには、さ
らに工夫・検討が必要である。③「探究」については、
概ね評価は高いが、探究科の運営で教職員の評価
が低いのが気になる。
・強行遠足については、アンケートの評価は前回より
も高く、一高のアイデンティティとなっていると感じる。
事後のアンケート調査を継続しデータを蓄積すること
が重要である。
・学校評価から三者（教職員、生徒、保護者）とも高い
肯定率であると同時に、令和３年度より改善されてい
るのは素晴らしい。ただ、否定的評価の少数意見に
もぜひ注意を向けて欲しいと感じる。強行遠足は大き
な成果を上げたと言える。
・強行遠足で得られた体力・精神力を高校生活ばか
りでなく、卒業後にも生かして欲しい。

4

評価

・課題点としては次の点が挙げられる。①いじめは件
数も少なく、対応も十分であると思うが、生徒アン
ケート「悩みや相談ができる先生がいる。」（肯定率
74％）及び「保健室では、適切な処置やアドバイスを

してくれる。」（肯定率76％）が低いのが気にかかる。
②生徒アンケート「キャリアパスポートやDRP（ドリー
ムリアルプラン）等を活用し自分の特性を見極め、進
路目標を定め、それを実現するために、自分が何を
すればよいかが分かっている。」（肯定率77％）であ
ることが気になる。高校生のインターンシップも増え、
インターンシップで採用を決めてしまう企業も増えて
いる。活用できるように工夫していく必要がある。④
「探究」については、概ね評価は高いが、探究科の運
営で教職員の評価が低いのが気になる。
・いじめに対して丁寧に対応している。SNSの使い方
については、家庭で保護者が子供に指導することも
必要である。
・環境美化やボランティア活動については概ね評価
できる。
・生徒の希望に沿った指導を引き続きお願いする。
・学校評価において三者（教職員、生徒、保護者）とも
肯定的評価が高く、令和３年度に比して改善傾向が
見られ素晴らしい。現在の多様なキャリア形成への
考え方の広がりを踏まえ、一層の進路指導、探究的
学びの充実に引き続き取り組んで欲しい。

B

【教務】生徒の主体性・協働性を伸ばすために、各教員が工夫・改善していることがアンケー
トから窺える。成績評価の公平性についても良好な結果である。
【生活環境】教員・生徒のアンケートから、環境に対する意識は高く、具体的な取り組みにつ
ながっていると考える。学校生活アンケート等で生徒の状況把握に努めた。
【進路指導】DRPへの参加やキャリアパスポートの利用により、生徒のキャリアデザイン観育
成に繋がった。
【保健相談】生徒の悩み等をより的確に把握するためのアンケートにより、学年・生活環境係
と連携し、迅速に対応できた。生徒や保護者が気軽に悩みや迷いを相談でき、適切な指導が
行われていた。
【生徒会】生徒のボランティア活動への意欲は高いものがあり、生徒会の情報提供について
は高い評価であった。
【総務広報】PTA、同窓会等と連絡を取りながら、行事を行っている。オープンスクールでは、
PTA広報委員の協力の下、業務を行った。強行遠足でも多くのPTAの協力を得られた。
【探究科】学校生活や探究活動に仲間と協力して取り組んでいる。対外的な対応も必要にな
るが、状況に応じて適切な対応ができていた。
【探究推進】探究科のカリキュラムを通し、協働しながら取り組む姿勢が身に付いた。
【学習研究】次年度以降に繋がる総合的な探究の時間の３観点評価を策定している。キャリ
ア関連事業として，ライフプランニング力育成講座を実施した。
【1学年】目の前のことだけに囚われて、悲観的になったり短絡的な行動に出たりする場面が
あった。俯瞰して物事が見られるよう、他者とのかかわりと考えさせるような機会を学年全体
とHRで設けた。
【2学年】コロナ禍の中での研修旅行であったが、集団での活動を通して、自律的な生活態度
や適切なふるまいを身に付けた。また総探やG探での発表の機会を通して、プレゼンテーショ
ン能力を磨いた。
【3学年】秋以降、早期に進路が決定する者が出る中で、進路未決定者への配慮を忘れない
ように、という指導を学年通信やクラスを通じて再三にわたり行った。
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【教務】探究的な深い学習や主体的・対話的な学びをさらに推進するため、教員の
授業改善・生徒の学習改善につながる評価方法について研究を深めていく。
【生活環境】保護者アンケートによると、いじめ未然防止や道徳心の育成の項が前
年に比べてやや低い。今後はLHR年間計画に予め組み込むなど、機会を設定する。
【進路指導】生徒アンケートの結果は概ね満足できるが前期よりも高くなった。次年
度は目標数値を達成するように更なる有効活用を進める。
【保健相談】生徒及び生徒を取り巻く環境が多様化するなか、カウンセラーや外部機
関と保健室、担任・学年との協力体制により、特別支援体制をより強固に確立する
ことが必要である。
【生徒会】生徒会室の使用を制限していることから、ボランティアボードの更新頻度
を上げることが難しかった。来年度の課題としたい。
【総務広報】強行遠足やオープンスクールなど特に大きな行事では業務の効率化の
重要性を感じている。
【探究科】グループでの探究活動を通して協働することを学んでいるが、グループ・
個人によって活動の量や質に差がある。
【探究推進】部活動や様々な学習活動を抱えながらも、作業分担をはっきりと決め、
効率的、計画的に取り組みができるようにする。
【学習研究】総合的な探究の時間の評価について，評価を実施する担任と意見交換
をしコンセンサスを得ていく。
【1学年】コミュニケーションが苦手な生徒やHSPの要素を持った生徒がいることか
ら、物事を伝える時には丁寧な説明と言葉かけに注意する必要があると感じた。
【2学年】他者との協働が苦手な生徒もいるので、個に応じた生徒達との関わり方を
する必要がある。
【3学年】特に、進路決定者の授業へのモチベーションを保つために、授業をはじめ
とする学校教育活動の在り方を検討する必要がある。

【教務】日常の業務において、業務の適正化・効率化を意識している。他の分掌との連携や
係内での分担も円滑に行いたい。
【生活環境】事務室の協力により、ワックス塗り作業場所の一部や化学モップのクリーニング
作業を外注化でき、負担軽減を図れた。
【進路指導】デジタル化の促進と係内での適切な業務分担を実践している。
【保健相談】デジタル化の促進と係内での適切な業務分担・こまめなコミュニケーションを実
践している。
【生徒会】Googleclassroom等の活用で、アンケートなどは効率化できている。
【総務広報】係内でコミュニケーションをとることと適切な業務分担を目指している。
【探究科】分掌内での業務分担と協働により、業務の負担軽減を図った。
【探究推進】分担を当初から決め、作業の効率化を図った。
【学習研究】前年度の資料を修正する形で今年度の資料を作成し，次年度に繋がるようにし
ている。
【体育振興】第94回強行遠足は分掌・係業務が円滑に展開され、確実な準備体制のもと安全
に行事を終了、生徒・職員・保護者・同窓会の一体感を味わう行事となった。
【1学年】BYODを導入した学年として、デジタル化できるところを模索してきた。欠席フォーム
の運用を次年度から考えている。
【2学年】学年に関わる業務においては、業務内容が複雑にならないこと、特定の教員に業務
が偏らないことを意識した。
【3学年】学年行事について、常に数か月先を見据えた連絡・確認を継続し、職員の、業務へ
の焦燥感・負担感の軽減ができるように心掛けた。

B 3

【教務】コロナ前に近い教育活動が戻ってきた中で、来年度に向けて行事の見直し・
精選、諸会議の効率化等を図っていきたい。
【生活環境】生徒指導・交通関係と環境美化・防災関係の業務を整理し、双方に副
主任を置いて業務に当たるようにしたい。
【進路指導】引き続き省資源と業務の効率化に努める。進路の各業務の必要性や
重要性を検討し、業務のスリム化をはかっていく。
【保健相談】健康観察シートのデジタル化により、係職員及び学年職員の業務の軽
減を目指す。
【生徒会】特に一高祭前は遅くまで残らなければならず、長い時間外勤務になってし
まった。
【総務広報】業務の効率化を推進するとともに、全体の業務量を減らすことが求めら
れる。
【探究科】学科内で企画・運営しなければならない行事等もあり、負担の軽減が難し
い面もある。
【探究推進】来年度の新しい事業に取り組むにあたり、さらに効率化を図る必要があ
る。
【学習研究】外部からの研修案内や生徒用コンクール募集案内をどのような形で効
率よく周知していくかを工夫する。
【体育振興】事前に分掌・係業務を明確化し、全職員体制にて準備作業を展開す
る。
【1学年】授業プリントやアンケートのデジタル化によって負担が減ったところもある
が、かえって負担が増えたところもある。精選して進めていきたいと考える。
【2学年】教員の仕事は、こだわりを持たなければ、早く進めることもできる。こだわり
を持つところと捨てるところのバランスが教員には大事だと思う。
【3学年】膨大な進路業務が担任に集中する中で、学年団として、業務負担を分散す
ることが求められる。

３　やわらかい私：複眼的視点を持った生徒　・他者と協働できる生徒　・状況に即して自己変容できる生徒 　山梨県学校教育指導重点     「地域や世界で活躍できる人材の育成」

４　働き方改革：教員の働き方改革の推進

【教務】３観点別評価に向けて、学校全体で評価方法を確認した。各教科・科目ごとの評価の
工夫を、全体で共有・発展させていきたい。
【生活環境】交通安全講話で話を聴く機会を設け、それを受けて自らの考えを深め、文章をつ
づる経験を積ませることができた。今後も同様の機会を活用していく。
【進路指導】土曜学習、夏期課外ともに計画通りに運営できた。1年生の「日日新」の活用で
BYODを利用するよう試みたが課題もあった。
【保健相談】生徒が日々の健康観察を行うことで、健康の保持増進に主体的に取り組むこと
ができた。
【生徒会】制限は多かったが野球応援も実施できたことから、生徒の行事等への自主性は高
く、保護者の評価も高かった。
【総務広報】学校案内を作成した。FiRST STEP、PTA便りを発行している。HPを更新すること
で、広報活動を行っている。FiRST STEPNo2は、好評であった。
【探究科】探究活動を通して、学校内外でさまざまな経験をしている。また、多くのイベント・企
画への参加によって、自ら学び、発表する力を向上させることができた。
【探究推進】生徒は主体的に探究活動に取り組んでいる。また、プレゼン活動にも意欲的に
なった。
【学習研究】観点別学習状況評価(１年生 )を校内で共有する機会を設け「今後の授業・学習
について」の書式が定まった。
【1学年】基礎基本の徹底をことあるごとに繰り返してきた。挨拶、時間を守る、掃除などの奉
仕の精神を説明し指導してきた。積極的に行動ができる生徒が増えたと感じる。
【2学年】学習に対して、主体的な姿勢を身に付けるため、探究科においては冬休みの課題
「なし」を試みた。やらされる感がないような指導を心がけることで、生徒のやる気を引き出し
た。
【3学年】進路決定に向けて具体的に動く時期を迎え、学年通信を通じた意識高揚を心掛け
た。学年職員に対しては、特に進路行事に関して意思疎通を密に行った。

【教務】教員の評価指標作成、家庭への評価に関する説明状況に改善の余地があ
る。生徒が自ら学習を調整する力がつくよう効果的な評価の実現に努める。
【生活環境】生徒たちは従来生徒総会を通じて学校への要望を伝えるなどしてきた。
今後も生徒が意見を表明できるよう、意見を受け止める体制を整えておく。
【進路指導】1年生BYODの活用が夏休み以降だったので、前半の紙ベースから
Classiを利用したデジタル版運用の移行に困難があった。年度途中からの移行は難
しさもあった。
【保健相談】健康観察の入力や記入を行う上で、学年とのさらなる共通理解と指導
の徹底が必要。
【生徒会】伝統がコロナ禍で途切れてしまっている面もある。来年度は制約も少なく
なってると思うので、より生徒の自主性と自立心を高めていけると考える。
【総務広報】オープンスクールや強行遠足などの様子、探究活動の内容等を掲載し
て、さらに充実したものを目指す予定である。HPは更新を増やす工夫が必要であ
る。
【探究科】真面目ではあるが、新しいことを創造したり、ユーモアを取り入れて表現・
発表できるような機会・経験を積ませたい。
【探究推進】異文化理解と国際交流の推進という点では理想的な行事が行えなかっ
た。
【学習研究】評価の方法が教員の負担にならないように工夫していくために，教科横
断的に情報交換をしていく必要がある。
【1学年】基礎基本の上に発展・応用を積み上げ、次年度へ持ち越していくべき課題
は、自ら方策を見つける力をつけていくこと。声掛け次第で生徒は変わるので、続け
て指導していきたい。
【2学年】「人から信頼される人間になろう」、「自分はどうしたいのか？」を、機会があ
るごとに生徒達に伝えていきたい。
【3学年】生徒の主体性をより高めるためには、生徒が自由に使える時間をさらに増
やすとともに、適切な問題提起をしていくことが求められる。

【教務】様々な学校行事による教育的効果と同時に、学習や部活動との両立、教員
の業務量などとのバランスも考え、行事予定の工夫・改善に努めたい。
【生活環境】交通安全、防災、SNS等ICT機器関連のトラブル防止、18歳成人等につ
いて、集会での話や掲示物、生活環境通信等で発信し、意識啓発を図る。
【進路指導】今後もこの数値を維持してくためにホームルームを通じて生徒への周
知を徹底し、積極的な参加を促す。
【保健相談】ウィズ・コロナの状況下で、継続的に感染症予防対策を徹底にさせる必
要がある。
【生徒会】一高祭や委員会活動について、充分な話し合いが行われているという点
で生徒の評価が少し低かった。次年度はこのことを意識したい。
【総務広報】物価高騰の折、食堂メニューや生徒の衣料品等の多くの値上げが起き
ている状況はいかんともし難い。生徒の家庭の経済面も心配である。
【探究科】意欲・能力に個人差がある。学校生活が多忙で、消化不良の状態になっ
ている生徒がいることも考慮する必要がある。
【探究推進】まじめな生徒ゆえに、外部の意見を極端にうのみにしてしまう傾向が否
めない。【学習研究】総合的な探究の時間の意義や各単元の目標，生徒に身に付け
てもらいたい力を生徒が自覚できるように，明確に伝えていく必要がある。
【体育振興】コロナ禍により全般的に体力の低下が否めない。日常における個人的
な運動習慣による体力の向上を目指したい。
【1学年】欠席をする生徒が多く、その理由も「それだけで？」というものが多かった。
受験を見据え、そのあとの社会人になったらという精神を育てたい。
【2学年】コロナのために、少し体調が悪いとすぐ休んでいい風潮が生まれ、欠席が
多かった。無理をしてもがんばるスピリットを育てる指導や機会が作れなかった。
【3学年】総合的な探究の時間、グローバル探究にて、1時間ごとに担当教員を決
め、リモートにて全クラスに同じ授業を配信し、一貫した指導ができた。

【教務】学園祭や強行遠足などの行事が徐々にコロナ禍前のように戻り、生徒が様々な体験
を通して成長する機会が増えている。
【生活環境】登下校時の送迎等について、注意喚起を繰り返し、街頭指導を行うなどして、徹
底を図った。生活環境通信を発行し、防災意識の涵養を図った。
【進路指導】前期に引き続き、DRPに積極的に参加する生徒が多かった。各生徒のキャリアデ
ザインの一助になっていて、肯定率が高い。
【保健相談】保健室より発信される保健だよりや講演会等を通して、感染症に関する知識を
得て、感染防止対策が実践できた。
【生徒会】勉強と部活動の両立に努力する生徒が多く、生徒の体力・精神力・社会性の涵養
について、保護者の評価も高かった。
【総務広報】購買、食堂などと連絡を取りながら、生徒の高校生活が充実したものになるよう
努めた。ここ数年途切れている日新基金等の募集を始めた。
【探究科】探究科登校学習会では学科内で縦のつながりを意識して取り組むことを意図した。
上下の学年から刺激を受け、体力、精神面でも鍛えられた。
【探究推進】校内の発表活動を経て、ブラッシュアップしようと努力する姿勢が顕著であった。
【体育振興】第94回強行遠足に向けて安全対策として全校生徒事前指導集会の開催、体力
強化として体育・長距離走を実施。生徒が安全に留意し合い、自己の体力に応じた挑戦の結
果、安全に無事に行事を終了することができた。
【1学年】コロナ禍で中学時代も行動範囲が限定された世代なだけに、体力には絶対的な弱
さが見えた。精神的にも脆い生徒が例年より多くいたという実感だった。保護者との連絡も密
にし、同じ方向を向いた指導を心掛けた。
【2学年】体力以上に耐力が低い生徒が各クラス数名はいる。学年職員は、生徒理解に努め
た指導を心がけ、生徒達とコミュニケーションを取る中で、信頼関係を築いていた。
【3学年】総合的な探究の時間・グローバル探究にて、答えのない課題について適切に資料を
読み取ったり自己表現したりする機会を設けた。
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学校目標
経営方針 文化の香りがする懐が深い進学校

良くできている。

できている。本年度の
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甲府第一高等学校校長　　安達　徹

できていない。

達

成

度

２　たくましい私：ﾀｲﾘｮｸ（体力/耐力）のある生徒,答えのない課題にひるまない生徒,道徳心のある生徒　  　   山梨県学校教育指導重点      「豊かな心の育成」    「健やかな体の育成」

１　おもろい私：主体的に学ぶ生徒, 知識を創造のために活用する生徒,考えを表現する生徒　 　　                 山梨県学校教育指導重点  　「確かな学力の育成」

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

本年度の重点目標 年度末評価　（令和５年２月９日現在） 実施日　（令和５年２月１４日）
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・学び考え、発信するということを大切に取り組んで
いる。その成果が結果として表れている。
・学校評価アンケート結果から、次の点の改善が必
要である。②観点別評価指標の作成は100％でなけ
ればならない。③主体的・対話的で深い学びについ
ては、生徒の肯定率は90％と高いが保護者は80％と
やや低い。④データがなく評価できないが、「日々新」
（学習記録）の活用について、生徒の肯定率が66％
と低い。⑥自習室、図書館の利用率のデータがない
ので評価できないが、図書館の書籍に関して肯定率
75％（生徒アンケート）は検討が必要かと思える。①
⑤はデータがなく、評価できない。
・「日々新」（学習記録）は生徒の実態に応じて工夫・
改善し、そのうえで場合によっては廃止も検討すべき
ではないか。学習記録をつけることで学習時間が担
保される等の実効性があれば継続すればよいが、学
習記録をつけさせることが目的となるのは意味がな
い。
・第２回評議員会の折に授業を参観したが、授業中
の生徒の姿からは学ぶ意欲が感じとれ、良い授業実
践が行われていると推察できた。また、学校評価は
令和３年度と比べて、ほとんどの項目で改善されて
おり素晴らしい。項目７「主体的で対話的な深い学び
を実践するための工夫・改善を行っている」について
は、肯定率は高いが「２：だいたいそう思う」が30名で
ある。「１：そう思う」と回答できるよう一層の努力を期
待する。

自己評価結果 成果と次年度への課題・改善策各分掌における取組

①相互授業参観の推進
【教務】・相互授業参観や授業アンケートの結果等を活用して授業改善を推進する。
②教科会議の積極的な実施
【各教科】・3観点による評価計画、評価指標を作成し、生徒の実態に合わせ改善す
る。
③主体的・対話的で深い学びの実現
【教務】・教材や学習内容に適した探究活動や主体的・対話的で深い学びを推進し，そ
の評価方法もあわせて研究する。
【保健相談】・保健だよりや個別指導を通じて、健康の保持増進とコロナ感染症予防対
策に主体的に取り組む生徒を育てる。
【生徒会】・生徒が諸活動に主体的に取り組むことを推進し，自立心の育成に努める。
【探究推進】・主体的な課題解決力を育む取り組みを大切にしながら，異文化理解と国
際交流の推進する。
【学習研究】・各教科の観点別学習状況の評価と授業改善を連動させる手立てを検討
し，授業改善を推進する。
・授業におけるICT活用の事例を共有し，授業における効果的な活用を推進する。
④授業との関連を図った家庭学習の推進
【教務】・授業を最大限に活かす家庭学習の定着を推進する。
⑤各種講座，学習会，模試への参加
【進路】・学年との共通理解により日日新（学習記録）や土曜学習会の意義を的確に伝
えながら，効果的に活用する。
【探究科】・進路指導係と連携して探究科夏季学習会を実施し，学力向上を目指し、長
時間にわたって集中して学習に取り組める力を養う。
⓺自習室・図書館の有効利用
【学習研究】・生徒・職員が図書館を利用できる環境を整えるとともに，図書委員会の
活性化を図る。

①キャリアデザインの探究
【進路指導】・ドリームリアルプラン（DRP)・進路講演会及び「総合的な探究の時間」を通
してキャリアデザインを探究させる。併せて,キャリアパスポートの活用を推進する。
【学習研究】・生徒の実状を考慮したプログラムを検討・計画し，それぞれのプログラム
の意義を生徒によく理解させ，積極的に取り組ませる。
②強行遠足
【体育振興】・生徒へ強行遠足の意義や安全に対する啓蒙活動に努める。
・協力者の確保・打合せ及び関係機関との連絡調整を行い，安全対策を図る。
③論理的な思考力・判断力の涵養
【探究科】・文系，理系を問わず，様々な探究活動を通して，物事を筋道立てて考える
思考や態度を育てる。同時に各自のテーマに沿って英語でプレゼンテーションができる
能力を育成する。
【探究推進】・「グローバル探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」及び「グローバル公共」を通じて，グローバ
ルな視点を養うとともに，課題発見力や論理的思考力，創造力，コミュニケーション力，
発信力を育成する。
【学習研究】・探究の手段としての新書読書や先行研究論文精読により論理的な思考
活動を訓練し，教科横断的に汎用できる応用力の育成を目指す。
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①いじめ防止に向けた取組の推進
【生活環境】いじめ実態調査等の実施により、いじめの早期発見に努める。
・LHR等を利用して、多様な価値観を認める心の教育に努める。特に、SNSを含めたICT
による情報発信について考えさせる機会を持つ。
②キャリア関連事業の充実
【進路指導】・DRPへの積極的な参加を督励し、職業意識を高める。
・各学年と連携し、キャリアパスポート等を有効に利用して生徒のキャリ発達を促す。
③環境美化/施設訪問等のボランティア活動の充実
【生徒会】・ボランティアボードの更新の頻度を上げ、生徒の多くが積極的にボランティ
アに参加できる環境を整える。
④批判的思考力，問題解決能力，実践的コミュニケーション能力の育成
【探究推進】・探究科の教育を通じ、自主的に課題を解決する姿勢・能力の育成に努め
る。
【学習研究】・探究の手段としての新書読書や先行研究論文精読により批判的思考
力、問題解決力の育成を目指す。
・探究活動における生徒の学習意欲向上につながる評価のあり方を研究する。特に、
観点別学習状況評価における学校全体としての統一したベースづくりを検討する。

①勤務時間と健康管理を意識した働き方改革の推進
【管理職】・勤務時間の管理と適切な勤務時間の設定を行う。
【保健相談】・ストレスチェックと職場アンケートの分析と結果をもとに、健康被害の防止
や健康の保持増進につなげる。
【学習研究】・働き方やワークライフバランスに関連した研修会案内や研究，具体的実
践の資料など情報を提供する。
②業務分担の見直しと業務の効率化
・会議資料の電子データ化，事前の資料等の配布や問題提起を行い、会議時間の短
縮，効率化・ペーパーレス化を図る。
【教務】・年間行事予定表の見直しを図ると共に、他の分掌と兼任できるものは業務分
担する形で行う。また、作業の開始時間・終了時間の徹底を行う。
【進路指導】・各学年担当同士の積極的な協力により、事務作業等の効率化を図る。
【学年】メーリングリストやGoogle Classroom を活用して，打合せや会議の円滑な運用
に努める。前例にとらわれず，不要な業務を削減する。
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・課題点としては次の点が挙げられる。①教職員アン
ケート「時間外勤務の縮減や業務改善の取り組みを
計画し実効的に働き方改革を改善している。」の肯定
率が前年度79％から73％と6％減少している。さらに
強い指導や工夫が求められる。②教職員アンケート
「校内人事や校務分掌は、教職員の適性・能力に応
じた分担がなされ、教職員が意欲的に取り組める環
境づくりに寄与している。」の肯定率が前年度85％か
ら71％とかなり評価が下がっており改善が求められ
る。
・働き方改革は大変難しい課題です。学校評価教職
員アンケート「時間外勤務の縮減や業務改善の取り
組みを計画し実効的に働き方改革を改善している。」
（肯定率73％）において「２：だいたいそう思う。」が27
名と多い点には注目する必要がある。前期のアン
ケート結果からは改善されており、先生方の意識が
向上していると受け止められる。ぜひ、実効性のある
方策の追求を続けてもらいたい。


